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篠原地区歴史同好会／浜風会会報 No.1９ 

遠州地方における大地震の歴史 

発生年月日    

西暦 

2011 年  

から 
地震名 

ﾏｸﾞﾆ 

ﾁｭｰﾄﾞ 

被害状況         

(記録の一例） 
特筆事項 

永長 1 年

1096.12.27 

915 年 

前 

駿河国

東海 
8.3 

寺院神社及び民家  

400 余流失す（沼津） 

 関白職の日記  

近畿地方に及ぶ 

明応 7 年

1498.9.20 

513 年   

前 
明応＊   8.3 

浜名湖で地殻変動、  

湖底に没した所あり 

今切れが切れた

要因 

慶長 9 年 

1605.2.3 

406 年 

前 
慶長＊ 7.9 

志都呂の今切番所が  

津波で壊滅 

 房総半島沖合

～紀伊水道沖合 

宝永 4 年 

1707.10.28 

304 年 

前 
宝永＊ 8.4 

この近辺の震度 6 で  

津波が 3-5m 

49 日後に     

宝永山噴火 

安政 1 年 

1854.12.23 

157 年 

前 

安政 

東海＊ 
8.4 

坪井(標高 3.7m）馬郡 

（標高 3.2m)が一面浸水 

翌日南海地震で

死者 3 万人 

昭和 19 年

1944.12.7 

67 年 

前 
東南海 7.9 

浜名郡で死者 40 人   

鈴木織機で 3 人死亡 

戦中下、 津波は

遠州灘で 2m以下 

『静岡県史 別編２ 自然災害誌』を参考にしてまとめた 

＊は連動して発生した地震を示す。 ／ 年月日は太陽暦で示す 

東
日
本
大
震
災
勃
発 

３
・
１
１
は
地
震
、
津
波
に
加
え
原
発
事
故
ま
で
及

び
未
曾
有
の
大
惨
事
に
な
っ
た
。
自
然
の
力
は
凄
ま
じ

く
今
ま
で
築
い
て
き
た
人
々
の
蓄
積
を
一
瞬
に
し
て

押
し
流
し
て
し
ま
っ
た
。
現
代
の
様
々
な
仕
組
み
を
根

本
か
ら
見
直
す
こ
と
を
迫
ら
れ
て
い
る
。 

わ
け
て
も
東
海
地
震
が
予
測
さ
れ
て
い
る
私

達
の
地
に
あ
っ
て
は
、
あ
の
よ
う
な
大
津
波
が

来
た
ら
一
た
ま
り
も
な
い
と

心
配
し
き
り
で
あ
る
。
そ
こ

で
大
地
震
の
歴
史
を
振
返
っ

て
こ
れ
か
ら
起
こ
る
だ
ろ
う

地
震
に
備
え
た
い
。 

想
定
を
超
え
た
地
震
？ 

 

今
回
の
地
震
で
盛
ん
に
言

わ
れ
た
こ
と
に
「
想
定
外
の

超
巨
大
地
震
」
で
あ
っ
た
と
、 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド9

.0

は

正
に
日
本
で
は
初
め
て
の
大

き
さ
で
あ
る
が
、
三
陸
沖
か

ら
茨
城
沖
に
至
っ
た
連
動
型

の
地
震
は
、
私
達
の
こ
の
地

域
に
お
い
て
も
、
東
海
地
震

と
南
海
地
震
が
連
動
し
て
起

こ
っ
て
い
る
よ
う
に
古
代
か

ら
何
回
も
起
こ
っ
て
い
る
史

実
で
あ
る
。
（
下
表
参
照
） 

津
波
に
絡
む
「
長
里
郷
」 

 

今
切
の
発
生
や
地
殻
変
動

で
現
在
の
浜
名
湖
の
形
に
な

っ
た
と
か
、
篠
原
地
区
に
あ

っ
て
は
舞
阪
町
北
に
あ
っ
た

長
里
郷
が
明
応
等
の
大
地
震
、
津
波
で
水
没
し
、
命
か

ら
が
ら
篠
原
の
地
に
漂
着
し
た
等
の
伝
説
が
残
っ
て

い
る
が
、
こ
の
地
の
被
害
の
全
貌
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。 

 

現
在
生
き
て
い
る
人
が
知
っ
て
い
る
東
南
海
地
震

で
は
、
津
波
の
被
害
は
無
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
大

地
震
で
は
常
に
津
波
が
伴
っ
て
い
た
こ
と
を
意
識
し

た
い
。
そ
れ
は
誰
も
実
感
し
て
い
な
い
百
五
十
年
以
上

前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
想
定
は
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。 

新
し
い
被
害
想
定
か
ら
の
対
策
を 

静
岡
県
の
予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
の
第
三
次
地
震

被
害
想
定

で
は
、
私
達

の
こ
の
地

域
の
津
波

被
害
に
つ

い
て
は
ゼ

ロ
％
で
あ

っ
た
。
果
た

し
て
そ
の

と
お
り
で

済
め
ば
、
問

題
な
い
が
、

静
岡
県
は

今
回
の
大
震
災
を
受
け
、
専
門
家
に
よ
る
被
害
想
定
を

抜
本
的
に
見
直
す
筈
で
あ
る
。 

そ
の
着
目
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
三
点
で
あ
ろ
う
。 

① 

今
度
予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
は
、
南
海
地
震
等
と

の
連
動
型
地
震
に
な
る
の
か
。 

② 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド9

.0

程
に
な
る
の
か
。 

③ 

そ
う
な
る
と
し
て
こ
の
地
域
に
お
け
る
津
波
の

高
さ
は
。 

 

そ
の
新
し
い
被
害
想
定
か
ら
本
格
的
な
対
策
を
具

体
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

後
世
に
亘
っ
て
安
心
で
き
る
町
を 

 

東
南
海
地
震
、
終
戦
後
、
世
の
中
は
大
き
く
変
わ
っ

た
。
車
社
会
が
到
来
、
交
通
の
外
家
電
、
通
信
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
、
原
子
力
利
用
等
世
の
中
は
一
変
し
て
い
る
。

ま
た
一
方
、
前
に
浜
名
バ
イ
パ
ス
が
通
り
、
一
号
線
、

新
国
道
、
新
幹
線
が
走
り
、
津
波
に
対
し
て
も
い
く
ら

か
の
効
果
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
に
変
わ
っ
て
い
る
。 

増
し
て
や
百
年
以
上
昔
か
ら
す
れ
ば
現
在
は
、
人
口

増
、
住
宅
増
と
共
に
文
明
社
会
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

地
に
お
い
て
私
達
は
、
そ
れ
ら
に
相
応
し
い
津
波
対
策

を
し
て
き
た
だ
ろ
う
か
。 

専
門
的
見
地
を
基
に
、
史
実
を
侮
ら
な
い
取
組
み
で
、

後
世
に
亘
っ
て
安
心
出
来
る
町
を
残
し
た
い
。 

 

平成２３年度主な活動 

★ 山下孝先生講座 

①奈良・世界遺産の裏表 

②広重五十三次→街道の見方 

★本年のテーマ 

・合併頃の史実掘り起し 

・ふるさと資料室新テーマ掲示 

★ 主な自由研究 

・篠原村誌増補篇からみた昭和 

・加宿と助郷 

・終戦直後の塩つくり 

・年貢皆済手記より 

・篠原旧街道の店模様 

・東南海地震と大震災 

・神社仏閣と祈り 

・「篠原村入用帳」より 

・井伊氏と日蓮上人等 

★ バス旅行／小旅行 

・近江路を訪ねる「彦根城」 

・郷土の偉人記念館巡り 

浜風会/入会募集中 

毎月第１,３木曜日 
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篠
原
村
誌
（
大
正
二
年
編
纂
）
沿
革
の
項
に
、 

「
江
戸
時
代
幕
府
領
と
し
て
の
篠
原
村
は
、
中
泉
代
官

と
名
主
で
主
と
し
て
村
内
を
治
め
た
。
東
海
道
の
要
路

に
当
た
り
舞
坂
・
荒
井
の
渡
船
場
を
控
え
た
る
を
以
て
、

夫
役
を
差
立
つ
村
と
し
て
坪
井
村
・
馬
郡
村
は
加
宿
と

し
て
、
所
要
の
人
夫
の
十
二
分
の
二
を
出
す
。
其
の
法

十
二
支
の
数
に
割
り
坪
井
十
二
分
の
一
、
馬
郡
十
二
分

の
一
を
出
す
（
当
番
時
）
。
篠
原
は
助
郷
と
し
て
、
本

宿
舞
坂
よ
り
割
当
て
ら
れ
た
る
人
夫
を
出
す
」
以
下
略

と
あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
。 

 

一
．
加
宿 

 
 

 

１
．
舞
阪
町
史
よ
り 

 

舞
坂
宿
で
は
、
舞
坂
だ
け
で
は
宿
立
人
馬
を
用
意
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
坪
井
村
馬
郡
村
を
加
宿
と
し
、
こ

の
二
カ
村
で
提
供
す
る
人
馬
を
足
し
て
、
一
宿
分
の
継

立
業
務
を
行
な
っ
た
。
加
宿
助
郷
と
も
い
う
。 

 

こ
の
加
宿
は
、
五
街
道
の
中
で
も
、
中
山
道
に
多
く

み
ら
れ
る
が
、
東
海
道
で
も
駿
河
・
遠
江
・
三
河
国
の

宿
駅
に
広
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
遠
江
国
で
は
、
舞

坂
宿
の
二
カ
村
の
ほ
か
金
谷
宿
が
河
原
町
を
、
新
居
宿

が
橋
本
村
を
、
白
須
賀
村
が
境
宿
新
田
を
、
三
河
国
が

大
岩
町
を
加
宿
と
し
て
い
る
。 

 

加
宿
を
設
定
し
た
時
期
や
本
宿
・
加
宿
の
人
馬
勤
役

率
は
、
各
宿
の
事
情
に
よ
り
一
定
し
な
い
。
坪
井
村
、

馬
郡
村
が
い
つ
頃
か
ら
舞
坂
宿
の
加
宿
と
な
っ
た
か

に
つ
い
て
は
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
火
災
に

よ
る
関
係
書
類
の
消
失
で
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。 

単
な
る
推
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
舞
坂
宿
へ
の
加
宿
の
指

定
は
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
八
月
の
大
津
浪
に
よ

る
被
災
が
契
機
と
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。 

 

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
八
月
加
宿
と
諸
助
郷
に
関

す
る
幕
府
の
質
問
に
対
し
、
舞
坂
宿
か
ら
次
の
よ
う
な 

答
申
書
を
提
出
し
た
。 

 

当
宿
加
宿
被
仰
付
候
年
月
、
并
定
助
郷
御
取
極
助
郷 

 

帳
御
渡
被
下
置
候
年
月
、
其
後
休
役
助
郷
并
宿
余よ

荷な
い 

 

勤
等
、
其
外
勤
割
合
入
狂
ヒ
被
仰
付
候
度
毎
年
月
御 

尋
ニ
付
、
取
調
左
ニ
奉
申
上
候
、 

 
 

 

一
、
村
高
百
六
拾
壱
石
三
斗
五
升
八
合 

坪
井
村 

 

一
、
村
高
三
百
拾
壱
石
三
斗
六
升
四
合 

馬
郡
村 

 
 

 

宿
立 

 

七
拾
人 

 

馬 

六
拾
匹 

 
是
ハ
二
日
本
宿
番
二
而
相
勤
、
一
日
加
宿
番
ニ
而
相 

 
勤
、
当
番
之
日
者
人
足
七
拾
人
立
切
候
儀
ニ
而
、
馬 

 

者
本
宿
、
加
宿
共
打
混
、
順
繰
ニ
遣
ヒ
申
候 

 

こ
れ
に
よ
り
当
時
、
舞
坂
宿
で
は
人
足
に
つ
い
て
は

二
日
間
を
舞
坂
宿
、
一
日
を
坪
井
、
馬
郡
村
で
勤
め
た
。 

馬
は
舞
坂
宿
、
両
村
が
日
程
を
区
分
し
な
い
で
混
同
し
、

舞
坂
宿
が
全
体
の
三
分
の
二
、
加
宿
二
カ
村
が
三
分
の

一
の
割
合
で
勤
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

加
宿
の
坪
井
、
馬
郡
村
が
合
せ
て
舞
坂
宿
の
宿
立
人

馬
の
三
分
の
一
を
負
担
し
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
に
対
す

る
領
主
側
か
ら
の
種
々
の
助
成
も
原
則
的
に
は
そ
の 

負
担
率
で
配
当
し
た
よ
う
で
あ
る
。
地
子

じ

し

免
許
な
ど
。 

 
 

 ２
．
国
史
大
辞
典
よ
り 

加
宿
と
は
、
江
戸
時
代
に
諸
街
道
の
宿
駅
の
負
担
を

軽
く
す
る
た
め
に
、
宿
に
常
備
す
べ
き
人
馬
の
う
ち
若

干
を
負
担
す
る
村
や
町
。
宿
に
地
つ
づ
き
の
村
が
多
い
。 

加
宿
助
郷
、
宿
余よ

荷な
い

助
郷
な
ど
。 

 

城
下
町
な
ど
で
は
、
宿
つ
づ
き
の
町
を
加
宿
と
し
た

例
が
多
い
。
こ
の
場
合
は
も
と
の
宿
を
本
宿
、
新
し
い

宿
を
新
宿
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
加
宿
は
一
般
の
助
郷

よ
り
負
担
が
重
い
。
宿
か
ら
遠
距
離
の
村
で
は
金
銭
で

代
納
し
た
こ
と
も
あ
る
。 

 

二
．
助
郷 

 

１
．
舞
阪
町
史
よ
り 

 
 

舞
坂
宿
助
郷 

 

篠
原
村
他
拾
カ
村 

 

２
．
百
科
事
典
よ
り 

 

江
戸
時
代
宿
駅
常
備
の
人
馬
の
不
足
を
補
助
し
た

村
。
ま
た
そ
の
農
民
に
課
し
た
夫
役
（
労
役
） 

 

負
担
の
割
合
は
村
高
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
助
郷
人
馬

に
は
御
定
賃
銭
が
給
さ
れ
た
が
、
少
額
の
た
め
各
村
か

ら
補
助
金
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
農
繁
期
に
は
農

業
生
産
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
、
農
村
疲
弊
の
因
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
助
郷
免
除
を
め
ぐ
る
紛
争
が
生
じ
、

勤
役
拒
否
や
農
民
一
揆
も
起
き
た
。
農
村
で
は
次
第
に

労
役
に
代
え
て
金
納
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
問
屋
場
で

は
そ
の
金
で
道
中
人
足
（
雲
助
）
を
雇
う
よ
う
に
な
っ

た
。
明
治
四
年
宿
駅
と
共
に
廃
止
さ
れ
た
。 

坪
井
村 

馬
郡
村 

篠
原
村 

加
宿
↓ 
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調査した五人組帳の概要 

項目 坪井村五人組帳 篠原村五人組帳 

発行年 弘化三年(1846) 文政二年（1819） 

五人組  

全戸数 

109 戸 

（本田 78、新田 31） 
188 戸 

現存戸数 97 戸（90%判明） 128 戸（68%判明） 

条文数 48 条 51 条 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
員 

中
山 

清 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
．
五
人
組
帳
と
の
出
合
い
と
そ
の
あ
ら
ま
し 

旧
庄
屋
（
相
曽
圀
一
郎
様
宅
）
で
保
存
さ
れ
て
い
る

古
文
書
を
拝
見
し
た
出
合
い
か
ら
こ
の
五
人
組
帳
研

究
が
始
ま
っ
た
。
（
浜
風
会
会
報
第
三
号
に
報
告
）
そ

の
後
、
篠
原
村
五
人
組
帳
も
鈴
木
七
兵
衛
家
文
書
よ
り

発
見
さ
れ
た
の
で
、
冊
子
に
ま
と
め
た
次
第
で
あ
る
。 

五
人
組
帳
の
発
行
年
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
で

あ
る
。
此
の
時
代
の
公
文
書
や
書
簡
等
、
ど
の
文
書
を

み
て
も
流
麗
な
毛
筆
書
き
で
、
し
か
も
漢
文
調
で
あ
る
。

見
る
ほ
ど
に
内
容
を
知
り
た
い
と
興
味
が
湧
く
。
そ
こ 

で
字
句
の
解
読
、
解
釈
は
斯
道

し

ど

う

に
明
る
い
識
者
に
お
願 

い
し
取
り
掛
か
る
。 

こ
の
時
代
住
民
は
五
人
単
位
で
一
組
と
し
て
、
そ
の

中
の
一
人
を
組
頭
に
選
出
し
た
。
標
題
の
次
に
組
員
の

守
る
べ
き
法
規
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
町
村
役
員
や
各

五
人
組
員
が
連
署
連
判
し
、
此
の
条
文
に
違
背
し
な
い

旨
の
証
文
を
付
け
、
御
公
儀
（
幕
府
）
へ
提
出
し
た
。

前
段
の
法
令
部
分
を
「
五
人
組
帳
前
書
」
と
い
い
、
後

段
の
組
員
に
よ
る
連
署
連
判
（
印
）
部
分
と
を
総
称
し

て
「
五
人
組
帳
」
と
い
う
。 

二
．
条
例
の
あ
ら
ま
し 

多
く
の
条
文
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
主
流
に
な
る

も
の
は
、（
イ
）
年
貢
納
入
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
。

（
ロ
）
連
帯
責
任
を
重
ん
じ
る
こ
と
。
（
ハ
）
キ
リ
ス

ト
宗
門
の
排
除
、
弾
圧
に
協
力
す
る
事
等
で
あ
る
。
冒

頭
の
第
一
条
、
続
く
第
二
条
は
全
条
文
を
ま
と
め
た
代

表
的
条
例
と
云
っ
て
も
い
い
。 

こ
こ
で
坪
井
村
に
な
く
篠
原
村
（
東
）
固
有
の
条
文

二
箇
条
を
附
記
す
る
。 

６ 一
．
年
貢
米
を
俵
詰
め
す
る
際
、
不
良
米
は
入
れ
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
す
。 

７ 一
．
年
貢
の
廻
米
（
大
阪
、
江
戸
方
面
へ
船
を
利
用
し

て
送
る
こ
と
）
に
際
し
て
は
確
か
な
人
物
を
同
乗
さ
せ

て
無
事
に
届
け
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。 

註 

６
７

の
数
字
は
順
番
号
を
示
す
。 

三
．
五
人
組
帳
の
扱
い
と
住
民
へ
の
周
知
徹
底
方
法 

 

五
人
組
帳
の
最
終
段
に
、
次
の
と
お
り
約
束
の
証
文

を
明
記
し
て
い
る
の
で
そ
の
徹
底
ぶ
り
が
わ
か
る
。 

「
以
上
の
箇
条
は
村
内
の
全
員
が
必
ず
守
る
よ
う

心
掛
け
ま
す
。 

名
主
は
大
小
百
姓
の
外
関
係
者
の
前
で
毎

月
読
み
聞
か
せ
ま
す
。 

若
し
違
反
す
る
者
が
居
た
ら
、
い
か
な
る
処

罰
で
も
受
け
る
こ
と
を
承
知
致
し
ま
す
。 

後
日
の
為
に
五
人
組
手
形
を
提
出
致
し
ま

す
。」 

四
．
冊
子
発
行
に
つ
い
て 

 

五
人
組
帳
の
内
容
把
握
は
出
来
た
が
、
冊
子

発
行
ま
で
に
は
長
い
こ
と
苦
戦
し
た
。
そ
の
ま

と
め
に
つ
い
て
も
識
者
に
懇
切
な
ご
指
導
を

受
け
、
よ
う
や
く
写
真
の
よ
う
な
冊
子
発
行
に
こ
ぎ
つ

け
た
。
平
成
二
十
二
年
七
月
の
初
頭
で
あ
っ
た
。 

五
．
五
人
組
帳
と
の
取
組
み
を
終
え
て 

此
の
時
代
、
吾
々
先
祖
の
多
く
は
条
例
と
の
関
わ
り

を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
。
又
五
人
組
名
簿
の
中
に
見
な
れ

た
多
く
の
氏
名
（
屋
号
）
が
目
を
引
く
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
文
書
と
の
取
組
み
に
い
っ
そ
う
張
り
合
い

が
出
て
き
た
。
坪
井
村
、
篠
原
村
（
東
）
そ
れ
ぞ
れ
の

五
人
組
帳
が
、
冊
子
の
中
に
比
較
対
照
出
来
て
良
か
っ

た
。
史
料
提
供
者
を
始
め
、
良
き
指
導
者
の
導
き
、
そ

し
て
温
か
い
後
援
者
の
応
援
の
お
蔭
で
完
成
出
来
た
。 

五
人
組
冊
子
の
活
用
を
お
奨
め
に
す
る
。 

六
．
参
考
資
料 

 

取
組
ん
だ
五
人
組
帳

の
概
要
を
比
較
す
る
意

味
で
下
表
に
示
す
。
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高札
こうさつ

 

幕府や藩は人々の守るべき決まりや

禁止する事を、板に書いて掲示した。こ

れを高札といい、往還通り、市場、追分、

渡し場など人目のつきやすい所に立て

られた。この場所を高札場といった。ま

た札木
ふだぎ

ともいい、篠原町にもその地名が

残っている。 

坪井町にも「札木前」の小字名がある。

「東海道分間延絵図」には篠原、坪井、

馬郡に各一カ所ずつ高札場が見られ、江

戸時代には村人に布告を徹底させてい

たことがわかる。高札の種類、枚数は

様々であったが、普通の村々では「切支

丹札」「火付札」「徒党札」の三札であっ

た。 

篠原の札木のことは「篠原旧記」に記

述がみられる。｢後堀河院の御宇、貞永

三年初めて公札を建設して御條目を取

守らせ給ふによりて、此処を取守と号し

たり。その後徳川幕府の時、東海道往還

へ転じて、ここに始めるなり。公札は元

西脇にありて、昔、天下の御條目を掲げ

し場所にして、村民等に條目を取守らせ

給ふ名なり｣ 

 

 

 

 

 

 

 

坪井町の江間家から寄贈された高札

は、現在篠原小学校の「郷土資料室」に

飾られ、いつでも見ることが出来る。内

容はキリシタン禁制、五倫（君臣、父子、

夫婦、長幼、親友の五つの間柄）の道を

正しくすること及び朝廷の御條理を守

ることの 3 枚。このことは昭和 33 年の

「篠原村誌増補篇」に紹介されている。 
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会
員 

鈴
木
照
義 

入
会
し
て
三
年
余
、
浜
風
会
発
足
二
十
三
年
目
を
迎

え
た
伝
統
あ
る
当
会
か
ら
み
れ
ば
ま
だ
ま
だ
ひ
よ
こ
、

い
や
卵
の
状
態
の
私
、
早
く
殻
を
破
り
自
力
で
餌
を
啄

む
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
毎
月
二
回
の
例
会

に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

入
会
の
動
機
は
会
員
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
生
ま
れ
育
っ
た
篠
原
の
歴
史
に
関
す
る
事
を
何

と
は
な
く
知
り
た
い
と
言
う
単
純
な
こ
と
で
し
た
。 

例
会
で
見
聞
き
す
る
内
容
は
新
鮮
で
幅
広
く
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
加
え
て
、
新
た
な
人
と
の
交
わ
り
が

出
来
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

退
職
後
、
公
民
館
主
催
の
写
真
講
座
に
参
加
、
そ
の

後
同
好
会
と
な
り
十
年
余
、
自
分
は
花
の
写
真
を
主
に

先
生
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
上
達
し
な

い
で
す
が
、
自
分
の
思
い
を
一
枚
の
写
真
の
中
に
取
り

込
め
た
時
に
は
自
己
満
足
す
る
一
瞬
で
す
。
自
分
な
り

に
目
標
を
も
っ
て
過
ご
し
て
い
る
毎
日
で
す
。 

浜
風
会
の
副
題
で
あ
る
「
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
会
」

は
、
な
か
な
か
馴
染
め
な
い
事
の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

篠
原
小
学
校
の
中
に
開
設
し
て
あ
る
「
ふ
る
さ
と
資
料

室
」
（
郷
土
資
料
室
）
を
見
学
す
る
と
、
展
示
室
に
は

「
歩
み
・
生
活
・
学
び
・
篠
原
地
区
の
位
置
付
け
」
の

各
要
素
に
分
類
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
、
郷
土
の
歴
史
的

価
値
あ
る
文
化
財
の
一
部
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
一
角
に
は
期
間
を
決
め
て
特
別
展
示
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
、
今
は
写
真
で
篠
原
地
区
の
狛
犬
と
、
篠
原
に

お
寺
が
多
い
と
し
て
、
お
寺
の
場
所
が
解
る
展
示
が
し

て
あ
り
ま
す
。
是
非
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
は
如
何
で
し

ょ
う
か
。
中
の

資
料
保
管
室
に

は
提
供
さ
れ
た

い
ろ
い
ろ
な
物

が
あ
り
、
往
時

を
偲
ぶ
こ
と
も

出
来
ま
す
。 

郷
土
の
歴
史

に
つ
い
て
少
し

で
も
感
動
す
れ

ば
立
派
な
も
の
、

残
念
な
が
ら
小

生
な
か
な
か
そ

の
域
に
達
し
ま
せ
ん
。
例
会
で
は
自
分
よ
り
も
多
忙
な

毎
日
を
送
っ
て
い
る
先
輩
諸
氏
の
調
査
研
究
し
た
お

話
に
、
も
っ
ぱ
ら
耳
を
傾

け
、
感
心
す
る
こ
と
ば
か

り
で
す
。 

歴史メモ 1１ 


